
指
導
員
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

１
９
８
３
年
の
名
古

屋
市
議
会
の
「
部
分
採

択
」
で
あ
る
「
・
人
件

費
補
助
を
大
幅
に
増
額

す
る
こ
と
。
当
面
、
長

期
休
暇
中
の
午
前
中
の

指
導
な
ど
、
実
際
の
指

導
時
間
に
見
合
う
よ
う

人
件
費
補
助
を
す
る
こ

と
。
・
指
導
員
が
社
会

保
険
制
度
を
適
用
で
き

る
よ
う
援
助
す
る
こ
と
。
」

が
、
な
か
な
か
予
算
化

さ
れ
て
い
な
い
中
１
９

８
５
年
に
名
古
屋
市
長

選
挙
が
あ
り
「
保
守
」

市
政
に
変
わ
り
ま
し
た
。

１
９
８
６
年
３
月
に

「
福
利
厚
生
費
補
助
」

が
新
設
さ
れ
る
と
名
古

屋
市
議
会
か
ら
「
付
帯

決
議
」
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

「
留
守
家
庭
事
業
に
つ

い
て
は
、
地
域
の
真
の

理
解
と
協
力
と
納
得
を

得
る
よ
う
努
め
る
と
と

も
に
、
小
学
校
の
特
別

教
室
な
ど
を
利
用
す
る

こ
と
に
最
大
限
努
力
す

る
こ
と
。
ま
た
こ
の
制

度
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、

給
与
の
性
格
を
帯
び
な

い
よ
う
慎
重
に
対
処
す

る
こ
と
。
」
と
採
択
し
、

学
童
保
育
指
導
員
は

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ

る
」
と
レ
ッ
テ
ル
を
張

ら
れ
「
給
与
の
性
格
を

帯
び
な
い
こ
と
」
と
労

働
者
性
も
否
定
さ
れ
ま

し
た
。

制
度
化
を
求
め
て

再
び
組
合
内
部
で
は

失
望
と
落
胆
の
声
が
広

が
り
、
退
職
意
向
の
声

ま
で
多
く
出
て
き
ま
し

た
。支

部
執
行
委
員
会
と

名
古
屋
市
連
協
役
員
会

で
は
、
連
日
の
よ
う
に

夜
中
ま
で
の
大
議
論
を

行
い
ま
し
た
。
「
学
童

保
育
の
役
割
と
指
導
員

の
仕
事
」
の
理
解
を
深

め
、
確
信
と
し
て
い
く

た
め
に
各
学
童
保
育
は

『
父
母
会
活
動
の
充
実
』

（
父
母
と
指
導
員
の
共

同
の
子
育
て
活
動
）
と

『
地
域
に
根
ざ
す
学
童

保
育
づ
く
り
』
を
共
通

の
課
題
と
し
て
年
間
を

通
じ
て
追
及
し
て
い
く

こ
と
を
教
訓
と
し
、

◎
名
古
屋
市
議
会
か
ら

の
学
童
保
育
攻
撃
を
打

ち
破
る
た
め
に
も
、
み

ん
な
の
怒
り
を
『
制
度

化
を
求
め
る
大
運
動
』

に
つ
な
げ
て
秋
か
ら
年

末
に
か
け
て
毎
年
す
す

め
て
い
く
方
針
を
確
認

し
ま
し
た
。

「
わ
た
し
た
ち
の
怒
り

を
表
現
す
る
た
め
に
も
、

請
願
署
名
の
目
標
数
を

５
０
万
名
に
し
よ
う
！
」

「
た
と
え
名
古
屋
市
議

会
で
『
不
採
択
』
と
な
っ

て
も
『
わ
た
し
た
ち
の

要
求
』
で
あ
る
こ
と
に

は
変
わ
ら
な
い
は
ず
」

「
５
０
万
請
願
署
名
や

地
域
役
職
者
の
賛
同
署

名
の
重
み
は
市
議
会
で

か
な
ら
ず
無
視
で
き
な

く
な
る
は
ず
」
と
『
制

度
化
を
求
め
る
大
運
動
』

を
市
連
協
と
共
に
確
認

し
あ
い
ま
し
た
。

50
万
筆
を

こ
え
る
署
名

１
９
８
６
年
に
は
、

前
年
の
２
倍
以
上
の
４

４
９
０
２
３
名
・
紹
介

議
員
８
人
・
賛
同
署
名

１
４
５
９
名
集
約
し
ま

し
た
。

こ
の
結
果
に
翌
年
、

名
古
屋
市
議
会
は
不
採

択
に
し
ま
し
た
が
『
継

続
は
力
』
と
毎
年
『
制

度
化
を
求
め
る
大
運
動
』

を
す
す
め
１
９
８
９
年

ま
で
に
は
５
３
４
８
５

９
名
・
紹
介
議
員
１
７

人
・
賛
同
署
名
３
３
６

７
名
集
約
す
る
ま
で
と

な
り
ま
し
た
。

１
９
８
９
年
３
月
に

名
古
屋
市
が
「
長
期
休

暇
中
の
午
前
対
応
手
当

て
」
（
５
０
日
×
２
．

5
時
間
）
新
設
に
市
議

会
承
認
。

１
９
９
０
年
２
月
の

名
古
屋
市
議
会
で
「
制

度
化
」
は
保
留
さ
れ
ま

し
た
が
、
３
項
目
が
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

・
「
助
成
金
の
大
幅
増

額
」

・
「
老
朽
プ
レ
ハ
ブ
の

立
替
個
所
数
の
増
加
」

・
「
留
守
家
庭
児
童
ク

ラ
ブ
（
児
童
館
）
の

月
曜
実
施
」
）

名
古
屋
市
連
協
と
と

も
に
進
め
た
『
制
度
化

大
運
動
』
は
、
怒
り
の

目
標
と
し
て
掲
げ
た

「
５
０
万
署
名
・
３
千

名
の
賛
同
署
名
」
を
超

え
る
よ
う
に
な
り
、
紹

介
議
員
も
新
し
い
議
会

の
中
で
二
倍
以
上
と
な

り
ま
し
た
。

制
度
化
要
求
も
「
不

採
択
」
か
ら
「
保
留
・

一
部
採
択
」
と
変
化
し
、

要
求
の
前
進
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
『
継
続

は
力
』
と
仲
間
の
中
で

い
っ
そ
う
の
勇
気
と
確

信
が
生
ま
れ
て
き
ま
し

た
。

＝私たちの活動 ４つの柱＝

＊制度化と指導員の身分保障

＊専門性と仕事の確立

＊父母と共に学童保育運動の発展

＊全国の指導員との団結と連帯
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春
闘
方
針
を
確
立

１
月
１
９
日
（
日
）
、
第
１
回
支

部
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市

川
委
員
長
は
開
会
で
「
今
年
も
憲
法

改
正
を
許
さ
な
い
闘
い
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
解
散
総
選
挙
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
の
で
、
不
正
を
許
さ
な
い

立
場
で
し
っ
か
り
政
治
を
見
て
い
き

た
い
。
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

春
闘
方
針
の
提
案
で
は
、
情
勢
と

絡
ん
で
、
指
導
員
の
配
置
は
参
酌
化

さ
れ
た
が
、
今
の
体
制
を
守
っ
て
い

く
こ
と
や
、
今
春
闘
で
は
、
格
差
の

広
が
り
を
埋
め
、
要
求
を
し
っ
か
り

出
し
て
、
消
費
税
の
２
％
ア
ッ
プ
も

含
め
て
２
％
以
上
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

を
め
ざ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

「
組
休
」
の
協
定
化
を
正
面
に
掲
げ
、

要
求
書
を
提
出
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
、

と
提
案
さ
れ
、
労
対
部
か
ら
、
「
統

一
要
求
基
準
（
案
）
」
の
提
案
と
説

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

委
員
か
ら
の
発
言
旨

（
中
村
分
会
）
休
職
し
て
い
る
仲
間

が
い
て
、
心
配
し
て
い
る
。
要
求
を

掘
り
起
し
て
、
要
求
書
を
提
出
し
て

い
く
。
拡
大
で
は
、
学
童
の
Ｏ
Ｂ
や

空
白
職
場
の
指
導
員
に
声
を
掛
け
て

い
く
。

（
港
熱
田
分
会
）
豊
か
な
生
活
が
送

れ
る
よ
う
に
、
当
面
す
る
労
働
条
件

を
求
め
て
い
き
た
い
。
組
休
の
協
定

化
は
、
暗
黙
の
了
解
に
な
っ
て
い
る
。

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
な
ど
の
学
習
を
進

め
て
い
き
た
い
。

（
緑
分
会
）
各
学
童
保
育
に
ア
ン
ケ
ー

ト
、
実
態
調
査
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

保
護
者
と
の
関
係
の
悩
み
な
ど
が
出

さ
れ
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
じ

て
、
空
白
学
童
保
育
と
接
点
を
持
っ

て
い
き
た
い
。

（
天
白
分
会
）
組
合
員
が
減
少
し
て

い
る
。
組
合
の
活
動
、
組
合
費
が
負

担
に
な
っ
て
い
な
い
か
。
組
織
拡
大

費
は
余
っ
て
い
る
の
で
、
ど
う
戻
っ

て
く
る
の
か
な
ど
を
分
か
り
や
す
く

し
な
い
と
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
。

（
中
川
分
会
）
１
２
月
に
要
望
書
作

成
に
向
け
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
て
い
る
。
忘
年
会
を
行
い
、
仲
間

の
団
結
を
深
め
て
い
る
。
空
白
学
童

に
拡
大
し
て
い
き
た
い
。

（
瑞
穂
南
分
会
）
昨
年
、
脱
退
す
る

人
が
多
か
っ
た
。
組
織
強
化
を
ど
う

し
て
い
く
か
を
話
し
合
っ
て
い
る
。

分
会
サ
イ
ク
ル
を
見
直
し
、
交
流
や

学
習
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
な
ど
も
行
っ

て
い
る
。
春
闘
に
向
け
て
、
グ
ル
ー

プ
で
討
論
し
て
い
る
。
分
会
で
日
帰

り
旅
行
や
新
年
会
な
ど
で
親
睦
を
深

め
て
い
る
。

（
千
種
分
会
）
入
所
格
差
が
拡
が
っ

て
い
る
。
１
０
人
以
上
の
入
所
か
ら

１
～
２
名
し
か
入
所
の
見
込
み
が
な

い
状
況
。
１
２
月
に
要
求
掘
り
起
し

論
議
を
し
て
、
１
月
１
７
日
に
要
望

書
を
提
出
し
た
。
有
給
な
ど
の
学
習

会
を
行
っ
て
い
る
。

（
名
東
分
会
）
１
４
学
童
保
育
所
所

の
う
ち
１
２
学
童
保
育
所
が
合
同
雇

用
に
入
っ
て
い
る
。
今
後
、
残
り
２

学
童
保
育
所
も
加
入
す
る
事
に
な
る
。

賃
金
格
差
が
な
く
な
っ
て
き
た
。
非

常
勤
の
方
か
ら
、
毎
月
の
組
合
費
変

動
は
困
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
指
内

研
の
実
践
記
録
を
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
や

れ
な
い
か
。

（
中
西
分
会
）
４
名
で
活
動
し
て
い

る
。
西
区
は
、
賃
金
が
低
い
。
常
勤

指
導
員
に
対
し
て
、
年
棒
制
の
提
案

が
さ
れ
て
い
る
。
ど
う
考
え
た
ら
い

い
の
か
。
学
生
に
も
声
を
掛
け
て
、

拡
大
を
し
て
い
き
た
い
。

（
北
分
会
）
１
２
月
に
春
闘
ア
ン
ケ
ー

ト
に
取
り
組
ん
み
、
１
月
に
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
討
論
し
て
い
る
。
セ

ン
タ
ー
と
単
独
学
童
保
育
所
で
初
任

給
や
時
給
に
格
差
が
生
じ
て
い
る
。

分
会
前
に
ヨ
ガ
を
し
た
り
、
マ
ラ
ソ

ン
大
会
に
出
場
し
て
、
分
会
で
楽
し

い
事
を
行
っ
て
い
る
。

（
守
山
分
会
）
入
所
人
数
が
多
く
て
、

抽
選
す
る
学
童
保
育
所
が
あ
る
。
入

所
問
題
で
新
規
の
保
護
者
か
ら
質
問

が
あ
り
、
悪
い
噂
が
流
れ
る
恐
れ
も

あ
る
。
拡
大
は
、
困
難
が
あ
り
、
な

か
な
か
進
ま
な
い
が
、
合
同
職
員
会

議
で
声
を
掛
け
て
い
き
た
い
。

（
昭
和
分
会
）
１
１
月
に
知
る
会
を

行
い
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
い
、

２
名
が
参
加
し
、
１
名
が
加
入
し
た
。

午
前
の
準
備
時
間
が
短
い
の
で
、
８

時
間
労
働
に
し
て
、
４
週
８
休
に
な

る
よ
う
に
提
案
し
た
い
。
入
所
増
で
、

３
年
前
入
所
制
限
を
行
う
か
議
論
し

た
。
「
学
童
が
あ
っ
て
良
か
っ
た
。

助
か
っ
た
。
次
に
ど
う
渡
し
て
い
く

か
」
と
話
し
合
っ
た
。
抽
選
は
辞
め

て
、
分
離
す
る
議
論
が
進
ん
だ
。

（
東
分
会
）
春
闘
議
論
を
進
め
て
い

る
。
入
所
は
、
ラ
ン
ク
付
し
て
、
兄

弟
以
外
２
０
人
入
所
を
断
っ
た
。

（
春
日
井
分
会
）
５
名
で
活
動
し
て

い
る
が
、
「
ホ
ッ
と
で
き
る
分
会
だ
っ

た
か
」
を
問
い
直
し
、
月
１
回
の
分

会
で
は
無
理
だ
と
感
じ
た
。
非
組
の

方
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
辛
い
思

い
で
働
い
て
い
る
人
が
い
る
こ
と
が

分
か
り
、
労
働
相
談
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

（
津
島
分
会
）
２
名
で
活
動
し
て
い

る
。
新
し
い
組
合
員
の
意
見
を
聞
い

て
、
市
へ
要
望
書
を
出
す
だ
け
で
は

な
く
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
も
要
望
が
必
要
だ
っ

た
と
感
じ
た
。

最
後
に
、
田
村
書
記
長
か
ら
「
討

論
の
ま
と
め
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

財
政
に
つ
い
て
、
分
会
援
助
金
を

増
や
し
、
組
織
を
強
く
し
て
、
長
く

働
き
続
け
る
身
分
労
働
条
件
を
向
上

さ
せ
、
自
治
体
施
策
を
前
進
さ
せ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
実
践
記
録
の
Ｑ

Ｒ
で
の
提
案
は
、
今
年
度
は
紙
ベ
ー

ス
と
し
て
、
来
年
度
の
課
題
に
し
た

い
。
入
所
問
題
で
は
、
国
か
ら
入
所

の
優
先
順
位
が
９
項
目
と
し
て
通
知

が
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
通
知
を
前

提
に
し
て
議
論
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

春
闘
で
は
、
こ
れ
ま
で
働
き
続
け

る
人
が
い
て
、
身
分
保
障
を
公
費
で

勝
ち
取
っ
て
き
た
。
身
分
向
上
と
事

業
所
存
続
が
不
可
分
に
な
っ
て
い
る
。

拡
大
で
は
、
接
点
を
い
か
に
作
っ

て
い
く
の
か
が
大
切
。
働
く
み
ん
な

の
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
「
職
員

不
足
」
な
ど
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
要
求
を
踏
ま
え
て
、
拡
大

を
旺
盛
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
。

議
案
が
採
択
で
は
、
１
号
３
号
４

号
議
案
は
、
全
会
一
致
で
、
２
号
議

案
は
賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
、
支
部
の
「
交
流
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
執
行
委
員
を

含
め
て
１
６
名
が
参
加
し
、
卓
球
と

麻
雀
に
分
か
れ
て
交
流
を
深
め
合
い

ま
し
た
。

すべての分会から、発言がされました。


